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２学期の学習をしっかりと 
 ２学期がスタートして，元気な子どもたちが学校へ帰ってきました。小学

校・中学校では運動会・体育大会に向けた練習が始まっています。体育の時

間を中心に体力面での成長が期待されますが，勉強もやはり大切です。実り

多い２学期になるように，日々の学習を確実に行い，積み残しがないように

気をひきしめていきましょう。 

さて，本研究所が昨年度作成しました小学生向けの「家庭学習の手引き」

（学校によっては，一部が改訂後，発行されています。）は，ご家庭に届いて

いますでしょうか。ぜひご活用ください。なお，中学生向けの「学習の手引

き」も現在作成中ですので，しばらくおまちください。 

 

同じ間違いを繰り返さないために・・・ 
 前号の「ふれあい」の返信より，「子どもが問題を解くときに同じ間違いをしてしまう。」という声があり

ました。そのようなことを防ぐために，次の方法を試してみてはいかがでしょうか。 

１ 問題を正しく読み取りましょう 

  問題を正しく読み取らずに、勘違いして解いてしまうことがあります。思い込みは，間違いのもとにな

ります。まずは，問題をじっくり読むことを心がけ，正しく読み取る習慣を身につけることが大切です。 

２ 時間をかけてやり直しをしましょう 

  テストなどで間違えた問題は必ずやり直しをします。問題をノートに写したり，貼ったりして正しい解

き方を整理しましょう。（専用のノートを作るとよいです。）時間をかけて行うことで，次回に同じような

問題が出た時に間違えないようになります。また，なぜ間違えたかを自分なりにノートに書くようにして

まとめてみてもよいと思います。 

３ 間違いに対する意識の向上に努めよう 

  間違えてしまったときに，「なぜだろう。くやしい・・・」という気持ちになっているでしょうか。そこ

から，『追究する』という行動につながります。間違えても「あ～またか。まぁいいや。」ということでは，

そこからの向上はありません。子ども達に「次はがんばるぞ！」などの『伸びる』という意識をもたせる

ことも大事です。 

  

キリトリ 
【返信欄】  ご感想や学習の取り組ませ方等で困っていること等がありましたら，返信をよろしくお願いします。 

【学級担任まで】 

【トピック】 

全国統一学力テストが４０年ぶりに復活！！ 
 子ども達の学力の実態を正確に把握するため，平成１９

年度より，小学校６年生と中学校３年生の全ての子ども達

（およそ２４０万人）を対象に全国一斉テストが実施され

ることになりました。 
 ２年後からの実施予定ですが，普段からしっかりと学習

に取り組んでいきましょう。 

芸術の秋です 
門川町総合文化会館の催し 

【コンサートのお知らせ】 
10／16（日） 

アジア・シルクロード 
ミュージックキャラバン 

11／28（月） 

二胡・チェロ・ピアノトリオ 

ご家族で鑑賞されてはいかがでしょうか。 

家庭学習の手引き（表紙） 


